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東京内湾の高度経済成長期前と現代の海岸線
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東京内湾における類別生産量の推移
一都二県の農林水産統計年報を用いて編集。
*11954,1957,1959,1963～1966年は養殖ノリ以外の類別に整理されたデータがない。
*21960年は海藻類と養殖ノリ以外のデ－タがない。
*31972～1976は養殖ノリ、海藻類、貝類以外のデータがない。
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東京内湾における主な貝類の漁獲量の推移*1
*1一都ニ県の農林水産統計年報
*2その他は漁具・漁法別に集計された貝類総漁獲量の値から魚種別漁獲量を引いた参考値、

1954,1957,1959,1960,1963～1966年のデータがない。主要部分はトリガイと推定される。
*3バカガイは1953,1963～1966年のデータがない。
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東京湾一都二県のアサリ生産量の推移
・1952年までについては主に水産業累年統計（農林省統計情報部・農林統計協会編 1979）を用い，不足分
のうち千葉県については千葉県統計書（千葉県中央図書館所蔵），東京都については東京都内湾漁業興亡
史（藤森 1971b）にまとめられている生産量の資料などで補完した。1953年以降については一都二県の農林
水産統計年報から編集した。
・東京都は1918, 1920, 1941, 1942, 1946～1949年のデータがない。
・千葉県は1941～1952年のデータがない。神奈川県は戦前から1950年までのデータがない。
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←開発による漁場消失

←複合的要因



ウミグモの寄生によって死亡したアサリとマテガイ
①干潟の砂上に白くみえる死亡したアサリ
②マテガイはウミグモの寄生によって衰弱し、砂上に殻を出して死亡する。
③ウミグモの成体（（株）東京久栄の高伏氏撮影）

①
②

③



東京湾で資源的には減少したものの現在まで継続し
て漁獲されている二枚貝類

⇒両種とも浅海域に分布し年2回以上産卵する貝類

アサリ バカガイ



東京湾に分布する食用になる貝類

サルボウ（モガイ）

ミドリイガイムラサキイガイ

マテガイ

シオフキ

アカガイ タイラギ

ツメタガイ

アカニシ



近年、自然に復活した貝類、放流によっ
て復活した貝類、移入種で繁殖した貝類

ハマグリシジミ

ナミガイ（シロミル）
ミルクイガイ ホンビノスガイ

トリガイ



中間まとめ
◎1960年代に深い場所のサルボウやアカガイおよび
湾奥部浅海域のハマグリが激減

⇒深い場所は貧酸素水などの水質悪化、湾奥部浅
海域は開発による漁場消失の影響

◎近年は、河口域のシジミ、湾口部周辺のナミガイ、ミ
ルクイが復活傾向

⇒河川水質や貧酸素水がやや改善された！

◎アサリ、バカガイは開発による漁場消失で漁獲量減
少後、一時小康状態を保ったがその後漸減傾向

⇒しかし、アサリはこの数年でカイヤドリウミグモの
寄生により激減



東京湾一都二県のハマグリ生産量の推移
・戦前のハマグリ生産量は水産業累年統計、千葉県統計書，東京都内湾漁業興亡史の生産資料から作成。
・戦後の生産量については一都二県の農林水産統計年報を用いて編集した。
・1952年から1957年の間は千葉県の地区別生産量のデータがない。
・1958年以降の千葉県については浦安と浦安を除く千葉県の生産量に区別して示した。
・図中の地名はその年度に漁業権を放棄（千葉県水産部1970）した地区。
・木更津地区久津間漁協では1980年代にハマグリ種苗が放流された。
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浦安の保護水面と埋め立ての概要
本図は菅原ら（1962）に掲載されている保護水面の位置図に浦安Ⅰ期海面埋め立て

（1962年漁業権放棄）、浦安Ⅱ期海面埋め立て（1971年漁業権放棄）の海岸線（点線で
囲った区域）を描き加えたものである。菅原ら（1962）の報告書には「東京内湾の貝類漁
業が満足に行われたのは一つに浦安の種貝供給が充分であったからである」と記され
ている。なお、ハマグリ稚貝は保護水面よりも大三角洲周辺域で多く発生していた。

浦安Ⅰ期海面埋め立て

浦安Ⅱ期海面埋め立て



木更津市中里漁協の放流ハマグリと腰巻き
籠による漁獲、トオシ（篩）による選別作業



東京湾の貝類（漁業）復活のためには！
１．貝類漁業はノリ養殖や漁船漁業とセットで行われるものであ

り、漁業全体の復活が必要

⇒ 東京湾の環境改善による健全な生態系の復活が前提

２．東京湾の環境改善と生物指標

①まずは湾奥部（三番瀬や三枚洲）でアマモの完全復活

⇒夏季の透明度2m以上になるように改善及び赤潮プランクトン
を食べる二枚貝資源の増大も！

②河口域干潟、汽水域の増大によるハマグリ復活

⇒流入河川の流量増加および砂の干潟への補給増加

⇒積極的な覆砂による干潟造成も！

③現在の夏季は過栄養、冬季はしばしば貧栄養でノリ色落ち

⇒夏季、冬季ともに適度な富栄養化へ


